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        ＰＡＲＴ　１　謎のメール






　東京都Ｍ区にある私立Ｎ高校は全国的に有名な進学校だ。名門校にしては珍しく共学であり、また、自由な校風でも有名だった。例えば、授業中は電源を消すという約束さえ守れば、学校に携帯端末を持ってきて休憩時間に使うことも許されていた。もともと学力が高く真面目な生徒が多いため、厳しい校則を作らなくても問題が発生しなかったとも言える。






　大学を卒業すると同時に、そんな名門校の英語教師となることができたのは、二宮仁美にとって幸運だった。Ｎ高校の英語教師が一人体調を崩して空きができたためなのだが、その教師が仁美の高校時代の恩師だったのだ。仁美はＮ高校時代に英語の成績も抜群であり、クラス委員も務める程のリーダーシップも備えていたため、後継として推薦されたのだ。

　既に大手出版社の内定を得ていた仁美だったが、憧れだった教師になれるチャンスに迷いは無かった。申し訳無さそうに就職辞退を申し出る仁美を前に、出版社の社員は心底残念な表情を浮かべた。






　挨拶のために職員室に顔を出すと、大歓迎が仁美を待っていた。仁美がＮ高校を卒業したのはほんの４年前なので、ほとんどの教師が仁美を知っていた。直接授業を担当しなかった教師でも、仁美の美貌と優秀さは有名だったのだ。

　仁美は高校３年の英語の担当に決まり、３年１組の担任を受け持つことにもなった。いきなり担任を持つのは異例だったが、他に適当な人材もいなかったため、他の３年の担任教師のサポートを受けながら行うことになった。






　そして４月。不安と期待と共に迎えた１学期だったが、仁美の明晰な頭脳と、負けず嫌いで努力を惜しまない姿勢、間違ったことはきちんと叱る正義感、などの資質により、教員生活は順調そのもののスタートを切ることができた。

　仁美はあっと言う間にクラスの生徒の心を掴み、また、その美貌によりＮ高校のアイドル的存在になった。






---------☆☆☆---------☆☆☆---------☆☆☆---------






　２学期が始まってしばらく経ったある日、その事件は起こった。

　１時限目、すなわち１日の最初の授業を行うために３年１組の扉を開けた仁美は、いつもと違って静まり返っている教室の空気に違和感を覚えた。

「あら、どうしたの、みんな？　今日は随分おとなしいのね」

仁美は努めて明るい口調で生徒達に話しかけた。

　しかし、いつもの元気な返事は返って来なかった。その代わりに皆、意味ありげな視線を黒板の右横の辺りに向けていた。

「ちょっと、どうしたの、みんな？　いつもは注意しても騒いでいるくせに……」

生徒の視線の先にあるものにようやく気付いた。笑顔が一瞬、強ばった。






　黒板の右横、即ち掲示板コーナーに、一枚のパンティが留めてあった。白地に小さなピンクの花柄入りだ。






「ちょ、ちょっと、何ですか、これは！」

予想外のことにすっかり余裕を失った仁美は、慌てて手を伸ばしてそのパンティを掲示板から外した。

　それをポケットにしまった仁美は、あらためて教室中を見回した。しかし、生徒達は皆、仁美の反応を窺うように黙って視線を返すだけだ。

（な、何なのよ、これは？　今まで反抗なんかしたこと無い子たちなのに……だめよ、ここで私が取り乱したりしたら）

きっと新任女教師をからかってやろうということなのだろう。ここで甘く見られたら、もうクラスをまとめるなんてできなくなってしまう。仁美は必死に頭を巡らしてそう考えると、落ち着いた口調で語りかけた。






「今のものをこの掲示板に貼り付けたのは誰ですか？」

そう言いながら再度、全員の顔をじっくり見つめた。しかし、沈黙が続いた。

「安藤君、クラス委員として説明してください。掲示板はクラスのみんなに知らせることがある場合に使うものでしょ？」

仁美は安藤に視線で訴えた。安藤は真面目でリーダーシップもあり、クラス委員の役割を十二分に果たしていた。






「はい、僕もよく分からないんですが、朝来たらもうそこに貼ってあったんです。それにそこは、『落とし物』コーナーですし、勝手に外したら悪いかなあ、と思って」

無難に答えた安藤は、仁美の視線が若干険しくなるのを見て慌てて付け加えた。

「それに、女子にも相談したんですよ。そしたら、先生に判断してもらった方がいいって言うから……」






「……そうですか……」

安藤の説明を聞き、仁美は戸惑った。

（どうして女子まで賛成するの？　下着が忘れ物のはずがないじゃない。こんなの、たちの悪いいたずらに決まってるじゃない！）

そう思ったものの、それではなぜ、そんないたずらが行われたのかがさっぱり分からない。やはり、男女とも自分をからかいたかっただけなのか……

「では、心当たりがある人はあとで職員室に来てください。……それから、今後このような『落とし物』があったら、掲示板に貼り付けるのではなく、先生にまず持って来て下さい。……はい、それでは授業を始めます」

素直に頷く生徒達を見て、仁美は内心ほっとしていた。

（やっぱりからかってただけなんだわ。誰が犯人だか知らないけど、私が赤面しなくて残念だったわね）

　小さなトラブルを解決した仁美は、早速いつもどおりの授業を開始した。






---------☆☆☆---------☆☆☆---------☆☆☆---------






　その日の放課後。職員室で仁美が資料整理をしていると、一人の女子生徒が後ろに立っていた。気配を感じた仁美が振り向くと、その少女は小さく俯いた。その少女は、クラスで一番男子に人気がある、山本真奈美だった。






「あら、真奈美ちゃん、どうしたの？」

元気が無さそうな様子に嫌な予感を感じながら、仁美は優しく声をかけた。真奈美は、普段は活発ではきはきしたタイプで、一学期の期末テストでもクラスのトップ５に入っていた。

「大丈夫よ、何でも相談して」






「あ、あの、先生……あの……」

真奈美は、何かためらっているかのように小さな声でしゃべりかけ、口ごもった。






「なあに？」

ただならぬ雰囲気を察した仁美は、椅子を回して真奈美に正対すると、優しい眼差しを向けた。真奈美はしばらくもじもじしていたが、仁美は笑顔のままで真奈美の返事を待った。急かしたら駄目……






　しかし、仁美の努力は実を結ばなかった。真奈美は一瞬唇を噛み締めた後、にこりと笑った。

「……あ、い、いえ。考えたら、全然大変なことじゃありませんでした。……失礼します！」

その笑顔はどこか強ばっているように見えたが、仁美が止める隙も無く、少女は走り去ってしまった。






---------☆☆☆---------☆☆☆---------☆☆☆---------






　その夜。仁美は一人暮らしのワンルームマンションでパソコンに向き合い、翌日の授業の資料を作成していた。教師の仕事は何かと準備作業が多く、また、教員の中で最年少ということもあり、様々な雑用もこなさなければならなかった。自宅で作業するのはほぼ毎日のことだった。






「うーん、こんな感じで分かってくれるかしら？」

ＰＣには、教科書とは別に作っている、オリジナルの英語構文解説と問題集の原稿が映し出されていた。Ｎ高校の３年生は、希望すればほとんどが附属のＮ大に進学できるため、今一つやる気が感じられないのが仁美の悩みだった。そのため、Ｔ大学の入試レベルの課題を与えることで、知的好奇心を引き出したい――仁美はそう教頭に訴え、許可を得ていた。

「うん、ちょっと難しいけど、これでいいわ。みんな、ビシビシ鍛えてあげるからね」

　再びキーボードに手を伸ばしたその時、メール着信を知らせるポップアップが表示された。

「あら、誰かしら……？」

仁美は呟きながらそのメールを開いた。






　メールのタイトルは、『ぜったいみてね』だった。送信者名は『先生のふぁん』となっていた。






「何よ、これ……」

またいたずらメールね……仁美は反射的に削除ボタンをクリックしようとしたが、直前で思いとどまった。放課後に相談に来た、真奈美の哀しげな表情が頭をよぎった。

「なあにが、みてねよ、ガキくさい。いいわよ、見てやろうじゃない」

誰にともなく呟きながら、仁美はそのメールをクリックした。






　　『タイトル：ぜったいみてね

　　　　送信者　：先生のふぁん

　　　　宛先（To）：Ｎ高生の憧れの仁美さま

　　　　　本文　：こんばんは、仁美先生。いつもお美しいですね。

　　　　　　　　　でも僕たちには目の毒ですよ。

　　　　　　　　　おもしろい写真を送るから、見てね。

　　　　　　　　　見ないと後悔するよ。

　　　　添付ファイル：manami001.jpg』






「な、何よ、これ……」

添付ファイルの名前に嫌な予感が一層高まるのを感じながら、仁美はそのファイルのウイルスチェックをした。何も反応は無い。

「大丈夫……よね」

仁美は一息置いてから、そのファイルをダブルクリックした。






「……！」

仁美の顔が強張った。デスクトップ一杯に表示されたその画像は、ブレザー姿の女子高生の全身像だった。その女子高生、山本真奈美は、自ら両手でスカートをまくり上げていた。その結果、白地に小さなピンクの花柄入りのパンティが完全に露出していた。笑顔を浮かべてはいたがそれはどこか強張っていて、目が潤んでいるようにも見えた。






（ああ、やっぱり……）

嫌な予感が的中してしまった。誰かが真奈美を脅して、こんな格好をさせたのだろう。そして、パンティを脱がせて奪い取り、教室でクラス全員の前に公開したに違いない……






「……なんてひどいことを……」

仁美は怒りに震えた。１７歳の女子と言えば、羞恥心が最も強い年頃だ。しかも真奈美は人一倍真面目でうぶなタイプなのだ。

（いったいどうして？　どうすればいいの？）

仁美は自責の念に唇を噛んだ。どうして放課後に相談に来たときに、無理にでも話を聞きださなかったのだろう。真奈美の作り笑いが脳裏に浮かび、仁美はどうしようもない気分になった。私はそんなに頼りない教師なのだろうか……思わず頭を抱えた。






「仁美、落ち着いて！　今すべきことを考えるのよ」

仁美は声に出して自分を叱咤した。今までだって辛いこと、困難なことはあったが、いつも理性と意志の力で乗り越えて来たのだ。そうよ、今回だって大丈夫のはず……絶対助けてあげるからね、真奈美ちゃん……






    
        ＰＡＲＴ　２　リクルートルック①


　心を落ち着けた仁美は、事実の確認から始めることにした。今分かっている事実は、教室に貼ってあったパンティ、放課後に真奈美が相談にきたこと、そしてこのメールとパンティを露出させられた真奈美の写真だ。

　まず、この写真は本当に真奈美のものなのだろうか？　仁美は、写真の顔をじっくり見つめた。間違いなく、真奈美に見える。それでは、この制服は本当にうちの学校のものだろうか？……やはり、写真の中の制服はＮ高校のものと細部まで完全に一致していた。それならば、写真の中の下着は、本当に今日取り上げたものと同じだろうか？　仁美は、バッグの中から紙袋を取り出し、中のパンティを取り出した。パソコンのディスプレイの横に並べて見る……やはり同じものだ。いやしかし、合成写真かもしれない……仁美は、その写真を３倍に拡大して隅から隅までじっくり見つめた。しかし、合成らしいつぎはぎの後や微妙な色の違い、不自然な影などは全く見当たらなかった。

　間違いない、山本真奈美は恐らくクラスの男子の誰かに脅迫されて恥ずかしい写真を撮られ、さらには脱いだ下着をクラスメイト全員に見られてしまったのだ。そして、もっとひどい事態になっていない根拠はどこにもない……その男子――ひょっとしたら男子達――は、スカートを捲らせて、パンティを取り上げるだけで満足したのだろうか……

　仁美は想像した。もし自分が高３の時に同級生の男子達の目の前でパンティを脱ぐことを強要されたら、そして、さらに、もっと屈辱的な事を要求されたら……だ、だめ、そんなの、もう生きていられない……最悪のケースが頭をよぎった。






「いやっ！　だめ、そんなこと考えたら！」

仁美は強く頭を振った。ネガティブな思考が現実を連れてきそうな錯覚に恐怖を感じた。

（とにかく、真奈美ちゃんと話をしなきゃ）

仁美は壁の時計を見上げたが、もうその針は深夜零時を過ぎていた。真奈美の自宅の電話番号なら分かるのだが、とても一般家庭に電話できる時間では無い。






　その時、今度は携帯端末のメール着信音が響いた。






「ひっ」

仁美は思わず声を上げ、恐る恐る携帯を見た。送信者はさっきパソコンに来たのと同じ名前で、今度のタイトルは『指令その１』だった。

「な、何が指令よ、偉そうに」

口調は強気だったが、マウスを持つ手が震えていた。






『タイトル：指令その１

　送信者　：先生のふぁん

　宛先（To）：Ｎ高生の憧れの仁美さま

　本文　　：

どう、可愛い写真だったでしょ。真面目な女子高生の恥ずかしがる姿っていいよね？

俺だけで持ってるのも気が引けるから、クラスのみんなに送ろうと思ってるんだけど、どうしようかなあ。

でも、先生としてはやっぱり辛いよね。真奈美ちゃんがどうかなっちゃったら先生の指導力が問われるもんね。

という訳で、先生にチャンスをあげます。あの写真を公開して欲しく無かったら、ぼくの命令に従うこと。

命令その１：明日は、かっちりとしたリクルートルックで来ること。つまり、紺のスーツに、白いブラウスだね。もちろん、髪型とか化粧なんかもそれなりにしてね。

俺、リクスーフェチなんだ。明日は通勤の時から、指示が無い限り、ボタン一つ外しちゃだめだよ。

明日１日だけ、指示に従ってくれたら許してあげるよ。

あ、条件がもう一つ。この携帯は常に持っていて、絶対電源を切らないこと。メールが来たら何をしていてもすぐに見ること。

それから、メールからこっちの正体を探ろうとしても無理だからね。詳しいこと言っても分からないだろうけど、日本と国交の無い国のアングラ組織のサーバ使って匿名で発信してるからね。ま、ＣＩＡとか米軍にコネがあれば別だけど』






「……リクルート……ルック？」

意外な内容に、仁美は呆気に取られた。自分へわざわざメールを送って来るからには、何らかの脅迫があるものと覚悟していた。しかし、その要求が、ただのリクルートスーツ姿になるだけ、なのか。






　仁美は首を傾げた。ひょっとして、軽いいたずらなのではないか――そんな期待が浮かんだ。このメールを出したのは３年１組の男子生徒の誰かに違いないと思われるが、考えて見れば、自分のクラスにそんなひどいことができる生徒がいるとは思えなかった。皆、少し年上のお姉さん的存在として、自分を眩しい眼で見てくれているのをいつも感じていた。






「うん、そうよ、私の生徒に限って大丈夫。きっと、何とかなるわ。……さ、早く資料仕上げて寝ようっと」

仁美は持ち前の前向き思考で気持ちを切り替え、作業に取り掛かった。






---------☆☆☆---------☆☆☆---------☆☆☆---------






　翌朝。仁美は鏡を前に迷っていた。紺のスーツと白いブラウスを身にまとい、化粧もいつもより少し厚めにし、ストッキングも白を選んだ。後は髪型だ。仁美は、いつもの肩までのセミロングの髪を眺めながら呟いた。

「『かっちりしたリクルートルックのそれなりの髪型』、って何よ。このままじゃ駄目かしら」

脅迫者がわざわざ言及したのだから、とりあえず普段どおりではいけないのだろう、と考え、軽くアップに纏めてみた。

「うーん、何か清楚ですって強調してるみたいで、ちょっと恥ずかしいなあ。まあ、いいか。……二宮仁美です、よろしくお願いします、ってね」

仁美は鏡に向かって笑いかけてみた。完璧な就職活動中女子大生のできあがりだ。

「これで、よしと。満足するかな、脅迫者さん。……あ、今日も暑くなるの？　いやだなあ」

残暑を告げるお天気キャスターを眺めて、仁美は少し憂鬱になった。しかし、これで真奈美が助かるならお安い御用だ、と前向きに考え直した。






---------☆☆☆---------☆☆☆---------☆☆☆---------






　天気予報の通り、９月中旬の東京は、３０度を超える勢いで気温が上昇していた。湿度も高く、うだるような蒸し暑さに誰もがうんざりした表情を浮かべていた。






（ちょっと、本当に暑いじゃない……）

道行く人の好奇と哀れみの視線を一身に浴びながら、仁美は駅への徒歩１０分の道を歩いていた。皆が軽装なのに、仁美だけが紺色のスーツを来て、ボタンをぎりぎりまで締めているのだから、どれだけ暑いだろう、とでも思っているのだろう。また、こんな時期でも就職が決まっていない哀れな女子大生、と誤解されているに違いなかった。

（何よ、変な眼で見ないでよ。私はれっきとした教師なのよ。大手出版社にだって内定してたんだから……それにしても、ボタン一つ外しちゃいけない、なんて……）

くだらない命令をした犯人を仁美は恨んだ。スーツの下はもう汗だくだ。一刻も早く駅に着きたいと足を早めると、その激しい運動が余計に体に熱をもたらす。

（１日だけ我慢すればいいのよね。つまらないいたずらに付き合わなくちゃいけないなんて……早く終わらないかしら）






　そして学校の最寄り駅に着くと、今度は別の煩わしさが仁美を襲った。






「おはようございます、先生。……あれ、今日はどうしちゃったんですかあ？」

後ろから素っ頓狂な声を浴びせられ、仁美は内心で舌打ちをした。しかし、そんな様子はおくびにも出さず、教師としての笑顔を浮かべて振り向いた。

「あら、田丸さん、おはよう」






「あれ、先生、どうしてリクルートスーツなんですかあ？　こんなに暑いのに」

田丸美佳は、その仁美の姿を上から下まで眺めて驚嘆の声を上げた。甲高い声に反応して、周囲のサラリーマン達が不躾な視線を浴びせる。

「でも、すっごいきれいですよ。お化粧もばっちりで、まさにお嬢様って感じ」






「あ、そう？　ありがとう……」

仁美は適当にやり過ごそうとしたが、美佳が体を寄せてまとわりついてきたため、自分だけ速足で歩くこともできなくなった。日差しは一層強烈になり、道路からの輻射熱が熱風のように感じられる。

（もう、暑いんだからこんなところのんびり歩かせないでよ）

しかし、仁美の思いをあざ笑うかのように、事態は逆の方向に動いた。






「おっ、二宮先生じゃん、せんせー、おっはようございまーす！」

「おお、すっげえいいっすよ、お嬢様っぽくて」

「白いパンストに包まれた細い足首、最高っす」

クラスの男子グループ５人にあっと言う間に囲まれた仁美は、引きつった笑顔を浮かべるしかなかった。と同時に、頭の中を疑惑がよぎる。

（この子達のうちの誰かが私を脅迫してるんじゃないかしら……私が来るのを待ち構えていたんでしょ。大人を馬鹿にして……負けないわよ、絶対）

仁美は相変わらず笑顔のままさりげなく５人の男子全員の表情を伺ったが、皆屈託なく仁美の美しさに見とれているようだった。

（分からない……たまたま、なのかしら……それなら、犯人は誰なの、一体？）






　その日の仁美は、皆にからかわれっぱなしだった。教員室では輝かんばかりの初々しさが男性教師の心を掴み、いつも以上のアイドル状態になっていた。しかし一方で、女性教員たちの嫉妬の視線を感じ、仁美の心労は増すばかりだった。






　そして、３年の各クラスの授業に行けば、かわいー、だの、ぶりっこちゃん、だの、さんざん遠慮の無い歓声と野次を浴びせられることになった。

　あまりの煩わしさに、できることなら一刻でも早くそのリクルートスーツを脱ぎたかったが、ボタン一つ外すことさえ許されていないのではどうすることもできない。






　その日は１日中快晴だった。気温は昼前に３０度を超え、さらに上昇していた。

（あ、暑い……）

教員室は最新式の冷房が完備しているが、今日の仁美は、授業の無いのは２時間目だけだった。５時間目を終えて教員室に戻ってきた仁美は、頬が赤く火照り、体中汗だらけだった。






「ねえ、二宮先生、どうしたの？」

見兼ねたように隣の席の美術教師、高岡真希子が声をかけた。真希子は３０歳の中堅で独身だ。

「何を頑張っているのか分からないけど、そのスーツの上着、脱いだ方がいいんじゃない？」






「い、いえ、大丈夫です。今日はこのままで頑張りたくて……」

仁美は汗を拭いながら笑顔を浮かべ、怪しい言い訳をするしかなかった。

（私だって好きでこんな格好してるんじゃないわよ。生徒のためなんだから、仕方ないじゃない……）










　そして６時間目。今日最後の時間だ。あと１時間で終わると思うと、仁美も明るい気持ちになる。しかし一方、６時間目は今日の中で最高に緊張する時間でもあった。今度のクラスは３年１組、すなわち生徒の誰かが今回の脅迫者なのだ。そして、今まで命令が一回も無いのもまた不気味だった。やはり、６時間目に何か『指令』があるのだろうか……犯人の意図が読めない不安に、仁美の心臓の鼓動が激しくなっていた。

「大丈夫、結局は子供なのよ。それに、どんな命令をされても、真奈美ちゃんのために頑張るしかないわ」

トイレに寄った仁美は、鏡を見て軽く髪を直しながら、小さくつぶやいた。






　６時間目の開始のチャイムが鳴ると同時に、仁美は廊下で一瞬息を吸い込んでから、ガラッと目の前の扉を開けた。

「はーい、みなさん、授業を始めますよー」

明るい笑顔で教室に入りつつ、すばやく男子１８人全員の表情をチェックした。






　しかし、恐れていた陰湿な光の眼の生徒はおらず、仁美は大歓迎で迎えられることになった。

「お、おおー！　来たー！　噂のお嬢様せんせいっ」

「すっごい美人が化粧までばっちりじゃ、ガキくさい女子の立場が無いなあ」

「ちょっと、何よお。あんたたちなんて大人の女どころか、子供にも相手にされない不細工のくせに」

「そうよそうよ。だけど先生も何でそんなにばっちり決めてるんですかあ？　あ、分かった、今日はデートでしょ？」

「えー先生、彼氏いるのお？　新任挨拶のときにはいないって言ってたくせにい。がっかりだなー」

「うっさいわね。地球上に男があんた一人しかいなくても付き合う女子なんていないんだから、余計な心配するんじゃないっ！」






　高校生特有の喧噪状態が始まり、仁美はあっけに取られるとともに苦笑した。

（なあんだ、やっぱりただのいたずらだったんだわ。こうやって先生を困らせたかったのね）

「はい、はい、そこまで！　授業を始めますよ。みんな、９２ページを開いて！」

額の汗を拭いながら、仁美は声を上げた。






    
        ＰＡＲＴ　３　リクルートルック②


　最初の騒動が収まると、授業がいつものとおり始まった。静かな教室に、滑らかな発音で美しい仁美の声が響く。生徒達は熱心に教科書を読みながら、ちらちらと仁美の美貌を盗み見た。かっちりとしたリクルートスーツ姿の仁美は、ある意味で普段よりも色気を醸し出していた。






（それにしても暑いわねぇ。悪いけど、今日は早く終わらせたいなあ）

生徒達の間を歩きながら、鈴のように美しい声で英文を読みつつ、仁美は黒板の上の時計をちらりと見た。その針は無情にも２時２０分、すなわち授業開始からまだ１０分しか経っていないことを告げていた。

（あと４０分、かあ……２時って、１日の中で一番気温が高いんだっけ……脅迫者くん、これで満足？）

さりげなく頬の汗を拭いながら、教室の中の生徒達を見渡した。仁美の美貌を盗み見ていた男子数人が、慌てて教科書に目を落とした。年上の女性に興味津々だが、まともに目を合わせる勇気は無い――思春期の男子特有の分かりやすい反応に、仁美は内心でくすりと笑った。

（なんか、みんな可愛いわね。誰が犯人か分からないけふど、ちょっとからかって満足しちゃうなんて、まだまだ子供よねえ）

すっかり余裕を持った仁美は、ゆっくりと教壇に脚をかけた。






　その時、内ポケットに忍ばせていた携帯が震えた。

（来た……！）

　仁美の心臓の鼓動が一気に高まった。何となく、このまま授業が終わっておしまい、と思い込んでいたのだ。

「……はい、それでは次は、練習問題です。この中の、問１に書いてある英文を訳してください。制限時間は10分」

昨日作成した資料を配り終えると、仁美はゆっくりと座った。うへえ、なんだこりゃあ、と一部の生徒達から悲鳴が漏れた。

「ちょっと難しいけど、頑張ってやってみて。これができるようになれば、Ｔ大だって狙えるレベルよ」

　仁美は教壇に上がり、端に置いてある椅子に腰かけた。さりげなく生徒達を見回すと、皆、熱心に練習問題の英文を読んでいる。もともと素直な生徒達だったが、更に仁美の熱意が伝わり、こと英語の授業中に手を抜く生徒は皆無だった。

（……大丈夫、よね）

仁美はさりげなく内ポケットの中に手を入れ、携帯端末を取り出した。そのまますっと教卓の陰に隠し、もう一度生徒達の様子を確認してから画面を点灯させた。こっそり操作して、新着メールを表示させた。






　　『タイトル：指令その２

　　　送信者　：先生のふぁん

　　　宛先（To）：Ｎ高生の憧れの仁美さま

　　　本文　　：

とっても良く似合ってるよ、そのスーツ。特に、お尻と胸の膨らみがエロくて最高！　

先生って、結構スタイルいいって女子たちも言ってるよ。

次の指令だけど、今から５分以内にそのスーツの上着を脱ぐこと。他のものを着たり羽織ったりしたら駄目だよ。上はブラウス姿で授業を続けること。やっぱり、女教師は白ブラウスに紺のタイトスカートだよね。

分かってると思うけど、約束を守らなかったら、真奈美ちゃんの恥ずかしい写真、クラス全員に送っちゃうからね』






（……そ、そんな……）

仁美の表情が固まった。携帯を持つ手が小さく震える。

（一体誰なの！　こんな悪ふざけするのは？）

突然、真面目に練習問題に取り組む生徒達全員が仁美に悪意を向けているような錯覚を感じ、仁美は背筋に寒気を覚えた。

（だって、今上着を脱ぐなんてできないわ……）

仁美は躊躇したが、それも無理は無かった。３０度を超える残暑が厳しい日に一日中スーツを着込んでいたのだ。下のブラウスが汗にまみれていることは、べっとりと肌にまとわりつく感じから嫌というほど分かる。しかも、かっちりスーツを着て来いとの非情な命令に対するせめてもの抵抗として、一番生地が薄いブラウスを身に付けていた。今、上着を脱いでしまったら、透けたブラウス越しに、上半身ブラジャーだけの姿を生徒達に公開してしまうことになる……

　仁美が顔を強ばらせて固まっていると、また携帯が震え、メールの着信を知らせるランプが光った。






　　『タイトル：は・や・く！！

　　　送信者　：先生のふぁん

　　　宛先（To）：Ｎ高生の憧れの仁美さま

　　　本文　　：

どうしたの、先生？　別にストリップして素っ裸になれって言ってるんじゃないけど。それとも、教え子のパンティ姿公開よりも、自分のブラウス見せる方が嫌なの？

あと１分だけ待ってあげる。クラスの男子全員にパンティ見られて、真奈美ちゃんが登校拒否にならないといいね。

あ、上着を脱いだ時には、間違っても脅迫されてるって悟られたら駄目だよ。うまい言い訳、期待してるよん。

あ、それから、この携帯は開いたまま教卓の上に置いておくこと。今後の指令はチャットで出すから、ここをクリックしてログインしておいてね』






（卑怯よ！　いったい誰なの⁉）

鉛筆の走る音が響くだけの静寂に包まれた教室で、仁美はすっかり猜疑心に囚われていた。この中に卑劣な脅迫者がいるのは間違いない。女性に対して、こんな脅迫をするなんて、許せない……仁美はもう一度、目の前の生徒達の様子を探ったが、皆、熱心に課題に取り組んでいるように見えた。

（ああ、本当に、上着を脱がなくちゃいけないの？）

仁美は指示どおりにメールのリンクの箇所をクリックすると、チャットルームの画面が自動的に開いた。






　　『仁美ちゃんのふぁん：先生、よくいらっしゃいました。さ、早く脱いでちょ』

そのコメントの下には、真奈美がスカートをめくり上げ、パンティを丸出しにしている画像が貼り付けられていた。






　仁美の表情が屈辱に小さく歪んだ。しかし、脅迫者に逆らえないことは明らかだった。

（真奈美ちゃん……絶対、先生が守ってあげるからね……）

教室の中央付近に座る真奈美に目を向けると、一心不乱にペンを走らせている姿が見えた。その姿に、昨日の思い詰めた顔や、英語の質問をしてきた時の真摯な表情、雑談をしている時の屈託のない笑顔、が重なった。

（……平気よ、上着を脱ぐだけ、なんだから……できるだけ板書をするとか、みんなの後ろに回るとか、そうすれば、きっとごまかせるわ。わ、私の胸元をまともに見つめられる男子なんていないんだから）

　心を決めると仁美の行動は早かった。座ったまま素早く上着のボタンを外し、左腕、右腕、と一気に脱いだ。脱ぎ去った上着は、とりあえず教卓の上に置いた。まだ誰も仁美の変身に気付いていないようだった。

（こ、これでいいんでしょ。……大丈夫、よね？）

仁美は恐る恐る自分の胸元を見た。






「……あ、いやっ！」

思わず小さな声を上げてしまった。すっかり汗を吸い込んだブラウスは肌にぺったりと貼り付き、乳房のカーブが露骨に浮き出ている。そして、ブラウスは半シースルー状態になっており、ハーフカップブラの網目の模様までが見えてしまっていた。

（こ、こんな格好、だめっ！）

仁美はもはやすっかり余裕が無くなり、慌ただしい仕草でブラウスの前と後ろを手で掴み、貼り付いた肌から引き離した。そうすると、さきほどよりはましになったが、２２歳の女性としてあまりに恥ずかしい姿であることに変わりは無い。

（どうしよう！　やっぱりこんな格好で授業なんて、無理よ……）

　仁美は教卓の上の上着に手を伸ばそうとしたが、それはすでに手遅れだった。






「できました！……あれ、先生、どうしたんですかあ？」

クラス一優秀な中川が、いつもの冷静さを忘れて素っ頓狂な声を上げた。






「……い、いえ、あの……」

仁美が思わず両腕で胸元を庇いながら口ごもった。

「ちょっと暑いから、やっぱり脱ごうかな、なんて……」

（も、もしかして、脅迫してるのは、中川くんなの？）






　中川の声につられ、ほとんどすべての生徒が顔を上げた。

「うわ、ほんとだあ、せんせえ、すっげえ格好！」

「スケスケじゃん、細くてきれいな体、たまんなーい」

「ちょっと、透けてますよ、先生。なんか、いやらしい！」

「けど、ウエストほそーい、憧れちゃう」

「何でもいいからその手離しておっぱい見せて！」

「ついでにそのブラウスも脱いじゃおうよ！」

教室に張り詰めていた緊張の糸が切れ、生徒たちが遠慮無く仁美の体を見つめ、容赦なく批評し、野次を飛ばした。






　１学期間をかけて築き上げた仁美の威厳――普段は優しいが授業中は厳しく、一切の私語を許さない二宮先生――もがた落ちだ。想定していない事態に、仁美は思わず立ちすくんだ。

（いや、も、もう耐えられない……）






「ちょっとみんな、いい加減にしなさいよ！」

その時、唯一顔を上げていなかった女子、山本真奈美が立ち上がって叫んだ。

「先生が少しくらい開放的な格好したっていいじゃない。今まで先生がどんなに熱心に指導してくださってるか、みんな、分かってるの？　こういう練習問題だって、きっと家に帰ってから夜遅くまで作ってるのよ。それなのに……三上くん、中城くん、高田くん、垣山くん、先生に謝りなさいっ！」






　暴走しかけた教室の温度が、一気に冷え込んだ。

「な、なんだよ、ちょっとからかっただけじゃないかよ……」

「そうだよ、風紀委員がそんなに偉いのかよ」

「だいたい何で男子だけなんだよ。女子だって騒いでたじゃん」

「先生がいい身体してるって、褒めただけじゃん……」

指名された４人の男子は、ぶつぶつ文句を言ったが、真奈美にきっと睨まれると、渋々頭を下げ、ごめんなさい、と小さな声で呟いた。






「まったく、もう……」

うなだれる男子達を見下ろしてから、真奈美は教壇の仁美に顔を向けた。

「すみませんでした、先生、風紀委員としてお詫びします。もう、私語は絶対にさせませんから、授業を続けてください」

ぺこりと頭を下げてから、席に座った。






「は、はい……ありがとう」

女子生徒にすっかり主導権を奪われてしまった形の仁美は、ばつの悪さを感じながら真奈美に礼を言った。

（本当にありがとう。あなたを脅迫した人がこの中にいるのに勇気を出してくれて……私も負けないからね）






　教卓に目を落とすと、携帯画面のチャットに新たなコメントが表示されていた。






　　『仁美ちゃんのふぁん：なっさけないなあ、生徒に助けられちゃって。それでも教師かよ？　

まあ、いいや。とにかく、ブラウス姿でいつもどおりの授業をしてよ。不自然に胸を隠すのも禁止。

ちょっとでも逆らったら、先生思いのかわいい真奈美ちゃんが地獄を見ることになるからね』






（なんて卑怯なの……もう、絶対に許さない！　きっと見つけて、たっぷりお灸を据えてあげるんだから！）

仁美は怒りと悔しさに唇を噛みながら、胸を覆う両腕を徐々に下ろしていった。一気に下ろした方がかえっていやらしく無いだろうとは思っても、３５人の視線を痛いほど感じるとどうしても身体が言うことを聞かない。

（もう、透けて無い、わよね……）

教卓に両手を降した仁美は、怖くて胸元を確認できなかった。

「は、はい、それでは、授業を再開します……」

情けないことに、声が震えてしまっていた。
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